



























































（ethnic sensitivity） や 文 化 的 気 づ き（cultural 
awareness）などがその始まりとされ，1980 年代
には理論化がすすみ，1990 年代後半には多文化






ための基準と指標』（Standards and Indicators 















（Sydney School of Education and Social Work）
のカリキュラムマネージャーや実習教育担当者お
よび同大学の「文化的コンピテンスナショナルセ










た（平成 29 年 10 月）．また，調査にあたり，オー
ストラリアのシドニー大学，教育・ソーシャル








オ ー ス ト ラ リ ア ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 協 会



















































































般的な倫理的責任」では 7 つの項目 7）が掲げら
れているが，そのうちの 1 項目として「文化的に
対応力のある・安全・感受的な実践」（Culturally 
competent, safe and sensitive practice）が取り
上げられている（表 2）．
さらに「倫理綱領」と並び重要な主軸となる
「実 践 基 準 」（Practice Standards 2013）」 は，8
つの実践基準の項目 8）を掲げているが，そのう
ちの 1 項目として「文化的に反応的かつ包括的な


















































































































































れるよう求めている（The University of Sydney 
2016）．シドニー大学構内には 2014 年に「文化的
コ ン ピ テ ン ス ナ シ ョ ナ ル セ ン タ ー」（The 





Indigenous Australians and Social Work
回数 社会正義，社会的市民権とソーシャルワーク












4 人種差別とソーシャルワーク 4 社会サービス
5 侵略・植民地化と抵抗 5 社会正義と所得支援システム
6 保護と同化 6 ソーシャルワークのための人権理解
7 先住民と健康と福祉 7 政策実践を通して，変化を起こす：行動主
義，権利擁護，政策策定への参加






10 民族自決：コミュニティ訪問 10 子ども，若者：社会的市民権とソーシャ
ル・インクルージョン
11 先住民の人権と社会正義 11 ホームレスと住居不安：戦略的ソーシャル
ワークの反応
12 先住民の知識とリサーチ 12 ソーシャルワークとグローバル社会正義
社会福祉　第 60 号　2019
－ 26 －
みについて，同センターに関する Sherwood and 
Russell-Mundine（2017）の論文，ホームページ
（HP）10），リーフレットおよび同センター上級講























































































り ）， 教 育 お よ び 研 究 の 促 進 す る た め に，










































































































































































 2） 第 1 回の「外国人材の受入れ・共生に関する関係
閣僚会議」が平成 30 年 7 月 24 日に開催され，同
年の第 3 回会議（平成 30 年 12 月 25 日開催）にお
いて，「外国人材の受入れ・共生のための総合的対
応策」が決定された（ただし，第 6 回会議，令和
元年 12 月 20 日に改定）．また第 5 回会議（令和元
年 6 月 18 日開催）において，「外国人材の受入れ・
共生のための総合的対応策の充実について」が決
定された．

























 6） オーストラリアのケビン・ラッド（Kevin Rudd）


















のとして各科目に関する「Unit of Study Outline」
を資料として頂いた．いずれも 2017 年の開講であ
る．
10） National Centre for Cultural Competence のウェッ






いわれている（Sherwood, J. and Russell-Mundine, 
G. 2017：135）．
12） Wingara Mura – Bunga Barrabugu とは，「明日を












和元年度改正）」（https : //www.mh lw .go . j p/
content/000606419.pdf/：2020/4/1 閲覧）
15） 法務省委託調査研究事業 公益財団法人 人権教育啓
発推進センター（2016）「ヘイトスピーチに関する
実態調査報告書」によると，ヘイトスピーチ活動
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